
NO.５０ 明治維新

• プリントと一緒に学習してみてください。



新政府のしくみ

新政府のメンバーは倒幕の中心となった薩
摩藩・長州藩・土佐藩・肥前藩などの一部
の藩の出身者と一部の公家で構成された



五箇条の御誓文

一 広く人材を求めて会議を開き議論を行
い大切なことは全て公正な意見によっ
てきめよう

一 身分の上下を問わず心を一つにし、
積極的に国を治め変えよう

一 文官や武官だけでなく一般の国民も
それぞれ自分の職責を果たし各自の志
を達成できるよう人々に希望を失わせ
ない事が肝要である

一 これまでの悪い習慣をすて何事も普遍的
な道理に基づいて行おう

一 知識を世界に求め天皇を中心に国を発展
させるべきである

外国から新しい知識を取り入れ、話し合ってみんなの意見を大事にしなが
ら天皇中心の国をつくろうとしたことがうかがえ、高い理想が示されたが
実際は外国に追いつくのは簡単なことではなかった

新政府のスローガン



版籍奉還と廃藩置県

版籍奉還

明治時代になり土地（版）と人民（籍）は天皇に返す
（奉還）したものの江戸時代と同様に相変わらず元大
名が知藩事として領民を治めていた

版籍奉還から廃藩置県へ

1869年に版籍奉還を行った後、1871年には廃藩置県を
行い藩を廃止して県を置いたと同時に大名に代わって
政府の派遣した役人が府知事・県令として領民を治め
たので天皇に権力が集中する中央集権国家となった



四民平等

天皇一族以外の全ての身分が平等で
あることをあらわしている

江戸時代のような身分制度を廃止し新しい
身分制度をつくったこと四民平等という



新しい身分制度

天皇とその一族 ⇒    皇族
公家や大名 ⇒    華族
武士 ⇒    士族
百姓と町人 ⇒    平民

平民のが全体の約９４％
を占め圧倒的に多かった


